
　　　平成２５年度 中央区社会福祉協議会 主な事業と予算

【基本方針】
　　　近年、着実に進む少子高齢化・核家族化や社会状況の変化などにより貧困・虐待・孤立死・自殺等の福祉課題・生活課題が深刻化しています。
　　　さらに、地震や水害など大規模な災害が多発しており、災害時における要支援者への対応が大きな課題となっています。
　　　そのような状況の中、中央区社会福祉協議会（以下「区社協」という。）は、昨年度に「中央区社会福祉協議会第１次中期計画」(中央区オアシス
    プラン)の見直しを行い、新たに基本目標として「地域における生活課題に対応する仕組みづくり」を加えました。
　　　また、地域コミュニティの特色や地域性に応じた住民の主体的な福祉活動を支援するために、アウトリーチ(地域に出向いていくこと)を徹底し、
　  地区社会福祉協議会（以下「地区社協」という。）を中心とした地域福祉活動を支援するとともに、総合相談・生活支援への取り組みを進めます。
　　　以上の方針のもと、地域福祉の充実のため、様々な事業を展開します。

【重点目標】
　　　（１）地区社会福祉協議会活動の推進・支援
　　　　　　  地域住民同士のささえあいやたすけあいの仕組みづくりが進むよう、地域社協連絡会、地区社会福祉協議会を中心とした地域福祉活動
　　　　　　　が活発に展開 されるための様々な支援を行います。

（ ）地域における深刻な生活課題 解決や孤立防止に向けた取り組み 強化と総合的な相談体制 充実
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      （２）地域における深刻な生活課題の解決や孤立防止に向けた取り組みの強化と総合的な相談体制の充実
　　　　　    地域における多様な課題やニーズを受け止め、それに対応するため、地域を基盤とした支援体制やその仕組みづくりと相談支援機能
　　　　　　　（ソーシャルワーク）の充実に努めます。

      （３）ボランティア・市民活動の推進・支援
　　       　 地域福祉を推進するには、ボランティア・市民活動を積極的に行う団体（個人）の参画が必要不可欠です。中央区社協では、中央区ボラン
               ティア・市民活動センターを拠点として、ボ ランティアや市民活動を担う人材の育成を行っていきます。

      （４）広報・啓発活動の推進
　　　　      従来のイベント開催による広報を見直し、各種事業を通した広報・啓発に努めます。また、必要な情報を様々な媒体を活用して多角的な情報
　　　　　　　発信を行います。

      （５）組織運営の充実強化
　　　　　　  様々な代表者で構成される理事会及び各種委員会を中心として組織・運営体制の充実強化を図ります。また、自主財源の確保を図り、安定
　　　　　　　した運営を行います。
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新規・拡充 事　　業　　概　　要

　１　地域福祉推進活動事業　

拡充 　　地域社協連絡会を中心に、当該地域の福祉活動を展開する。

拡充 　　地域住民の情報共有と地域での福祉課題に向けた取り組みを検討する。

拡充 　　モデル地区社協を指定し、地区社協の実情に合わせた高齢者等の見守り活動を支援する。

拡充 　　自治・町内会に福祉協力員を配置し、住民相互の支えあいの活動を展開する。

　　地区社協における地域福祉活動費として社協一般会員会費の３割を交付する。

　　自治・町内会における住民同士の交流を促進し、「顔と顔の見える関係づくり」を進める。

　　地区社協とコミ協が協働して行う地域の福祉活動を支援する。

　　歳末時における地域住民の交流を促進する。

　３．モデル地区社協指定事業

　４．福祉協力員事業

　５．地区社協活動交付金

　６．ふれあい事業

　７．コミュニティ活動推進事業

　８．歳末たすけあい事業

　２．地域福祉座談会

事　    業  　  名

　１．地域社協連絡会

　２　見守り・生活支援事業

新規 　　地域住民による高齢者等の見守り・安否確認・生活支援を行う仕組みづくりを行う。

拡充 　　県総合生協と協働で、高齢者等へ配食・日常生活用品の配達と見守りを行う。

拡充 　　中心市街地という利便性を活かし、誰もが気軽に相談できる窓口とする。

　　地域のボランティア等の協力でひとり暮らし高齢者等へ定期的な訪問活動を行う。

　　年末に高齢者等へおせち料理を届け、年末年始の孤独感の解消と安否確認を図る。

　　自宅から歩いて行ける場所に気軽に集える「居場所」の立ち上げ支援を行う。

　　子育ての不安解消と情報交換ができるよう、身近な地域における居場所の立ち上げ支援を行う。

　　夏休み期間中、小学生等児童に交流スペースを開放し、見守りと交流の場とする。

　３．まちなか総合相談事業

　４．友愛訪問事業

　６．地域の茶の間（いきいきサロン）

　７．子育てサロン

　８．避暑スペース　さわさわ

　９．その他見守り・生活支援事業

　５．おせち配食事業

　９．その他地域福祉推進事業

　１．高齢者等あんしん見守り活動事業

　２．あんしん食宅サービス事業
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新規・拡充 事　　業　　概　　要

　３　ボランティア・市民活動事業

新規 　　災害ボランティアセンターマニュアルの検証とボランティアセンター立ち上げの訓練を行う。

拡充 　　市民へボランティア活動に関心を育むきっかけとして見本市を開催する。

　　区内のボランティア・市民活動の相談窓口として古町・万代にセンターを開設する。

　　学生に「福祉」・「ボランティア活動」への理解と活動のきっかけづくりを行う。

　　ボランティア活動へのきっかけづくりと、地域福祉活動を行う人材育成を図る。

　　施設におけるボランティア担当者へ地域福祉とボランティア活動推進の研修を行う。

　４　広報・啓発活動事業

事　    業  　  名

　４．サマーボランティアスクール

　５．各種講座（きっかけづくり・保育ボランティア）

　６．施設ボランティア担当者研修

　７．その他ボランティア・市民活動事業

　１．災害ボランティア研修

　２．ボランティア団体情報見本市

　３．ボランティアセンター運営（古町・万代）

　　先駆的な高齢者等の見守り活動を区内全域へ広げることを目的に開催する。

　　区社協活動の発信と地域福祉活動の啓発を図る。

　　市社協広報紙「ふれあいひろば」負担金

　　区社協活動の公開とリアルタイムの情報を広く区民へ発信する。　４．ホームページの運用

　５．その他広報・啓発活動事業

　２．区社協だよりの発行

　３．ふれあい広場（市社協広報）

　１．地域福祉推進フォーラム
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